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ではアポ トー シスが観察されず､ HO-1が誘導されていない部位でのみアポ トー シス
は観察された｡以上よりHO活性を抑制すると炎症 ･アポ トー シスが増悪したと考えら
れる｡ラットHSRモデルにおいて､機能的 HO-1蛋白質が誘導され腎保護的に作用
したことが示唆された｡








2) 蛍光免疫染色法で､尿細管上皮細胞のHO-1が減少し､アポ トー シスが増恵
した｡
以上から､本研究ではラットHSRモデルにおいて機能的HO･1タンパク質が誘
導され､腎保護的に機能していることが示唆された｡この研究は､今後､侵襲時の
生体の臓器保護反応の解明､また､治療薬の開発に有用である研究と考えられる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
